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要       約 
サメガレイの漁獲量は極めて少なく、CPUE も低い水準にあることから、資源量は低位

水準にあると考えられる。また、CPUE の変化から、近年の資源動向は横ばいと判断され

る。漁獲が産卵親魚に集中しているため、親魚量を確保することを資源管理目標とした。

ABC 算 定 の た め の 基 本 規 則 2-2)-(3) に 基 づ き 、 ABClimit=Cave × 0.8 、

ABCtarget=ABClimit×0.8 として ABC を算定した結果、ABClimit は 240 トン、

ABCtarget は 190 トンとなる。 
 

2009年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 240トン 0.8Cave3-yr － －

ABC target 190トン 0.8・0.8Cave3-yr － －

Caveは2004～2006年の平均、ABCは十トン未満を四捨五入した値

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合

2006 － 238 － －

2007 － 221 － －

2008 －

年は暦年、2007年の漁獲量は暫定値  

 
水準：低位     動向：横ばい 
 
本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり

データセット 基礎情報、関係調査等
漁獲量
・確定値 沖底・漁場別漁獲統計資料（水研セ、～2006年の沖底）

主要港水揚げ量（青森～茨城県、～2007年の沖底以外の漁業種）
・暫定値 沖底・漁場別漁獲統計資料（水研セ、2007年の沖底）
努力量（網数）、CPUE 沖底・漁場別漁獲統計資料（水研セ、～2006年の沖底）
漁獲物の体長組成 生物情報収集調査（宮城県）  
 
1．まえがき 

サメガレイは、主にオホーツク海、北海道および東北地方の太平洋側に分布している。

太平洋北部（沖合底びき網漁業の太平洋北区に相当し、北海道太平洋側を含まない東北太

平洋側の海域を指す）における漁獲量は 1978 年に 6 千トン以上に達したが、その後、減

少傾向を示し、長期的にみて近年の漁獲量は極めて低い水準にある。CPUE も低い値で推

移しており、資源状態が悪いことは明らかである。 
太平洋北部のサメガレイは、水産庁により平成 13 年度から実施されている「資源回復
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計画」の対象魚種（TAE 魚種）となり、平成 15 年から保護区の設定により資源回復が試

みられている。当海域において、サメガレイの大部分が金華山海区以南（漁区区分は、付

図 1 を参照）の沖合底びき網漁業（以下、沖底と呼ぶ）により漁獲されているが、沖底以

外の漁獲統計は十分には整備されておらず、生態についても不明な点が多い。 
 沖底の漁獲成績報告書を分析した結果、近年にはサメガレイは 2～4 月の茨城県沖、水

深 500～1,000m に産卵のために集群し、集中的に漁獲されていることが明らかとなった

（服部ら 2008）。サメガレイ資源の回復を計るためには、このような海域において漁獲を

控える必要がある。 
 
2．生態 

（1）分布・回遊 
サメガレイは日本各地の水深 150～1,000m の

砂泥底に生息し（坂本 1984）、特に北日本で分布

密度が高い。太平洋北部では、漁場は海域全体に

広がっているが（図 1）、金華山・常磐・房総海区

（宮城～茨城県沖合）での漁獲量が大部分を占め

る。大規模な回遊は知られていないが、成長に伴

い深場に移動すると考えられている（佐伯 2001）。 
 
 
（2）年齢・成長 

佐伯（2001）は耳石を用いて年齢査定を行い、下記の成長式を報告している。 

37.8(1 exp( 0.862( 0.537)),  189,  0.933
54.8(1 exp( 0.412( 0.215)),  260,  0.960

TL t n r
TL t n r

= − − − = =
= − − − = =

雄：

雌：
 

TL は全長（cm）、t は年齢、n は標本数。年齢の起算日は 2 月 1 日。 
 

表1．太平洋北部におけるサメガレイの年齢と成長 全長（cm）で示す。

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳
雄 12.4 27.1 33.3 35.9 37.0 37.5 － － － －
雌 15.1 28.5 37.4 43.3 47.2 49.7 51.5 52.6 53.3 53.8
佐伯（2001）の成長式による。  

 
年齢と全長の関係をみると、2 歳までの雌雄差は小さいが、雌では 3 歳以上の成長が雄

より早い（表 1、図 2）。観察個体の最高年齢は雄で 9 歳、雌で 13 歳と報告されており（佐

伯 2001）、雌の寿命は雄より長い。 
 
（3）成熟・産卵 

成熟サイズは雄で全長 25cm 以上（満 2 歳で一部が成熟、満 3 歳でほとんどが成熟）、雌

で全長 40cm 以上（満 3 歳で一部が成熟、満 4 歳でほとんどが成熟）、産卵盛期は 1～2 月

である（佐伯 2001）。産卵場の水深は 600～900m とされている（坂本 1984）。親魚は産

図1．太平洋北部におけるサメガレイの分布 
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表3．太平洋北部における県別のサメガレイ漁獲量の経年変化
県名 漁業種 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
青森 沖底 － 7 13 15 10 8 17 14 7 6 5 3

小底 － 4 8 11 7 4 2 8 10 5 2 2
刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0

岩手 沖底 － 31 31 33 26 16 7 24 10 7 12 11
小底 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
刺網 － 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0
延縄 － 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 1

定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 2 4 6 9 6 7 0 0 0 0 0

宮城 沖底 － 58 89 161 152 120 222 228 256 299 207 147
小底 － 44 2 0 0 1 9 1 1 1 0 0
刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 2 5 10 15 13 0 8 1 21 0 0

福島 沖底 － 12 23 45 28 28 26 38 34 50 30 18
小底 － 0 0 0 3 7 4 0 0 0 0 0

刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

茨城 沖底 － 0 1 1 1 1 2 2 0 1 0 0
小底 － 1 0 0 0 1 0 0 2 3 1 1
刺網 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
延縄 － 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 沖底* 161 174 108 207 201 160 226 265 272 335 233 217
小底 － 49 9 12 11 13 15 9 13 10 4 2
刺網 － 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1
延縄 － 0 0 0 0 1 0 2 1 1 1 1
定置 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 － 5 10 16 24 20 7 8 1 22 0 0

総計 － 229 127 235 237 194 249 285 289 368 238 221
注）各県の漁業種類別漁獲量は各県水試調べ（主要港）による。2007年の沖底小計は暫定値（漁場別漁獲統計資料）
*沖底の小計は漁場別漁獲統計資料によるため、各県水試調べの合計値と一致しない。  
 
（3）漁獲努力量 

過去に比べて漁獲量が激減しているサメガレイの場合、努力量（サメガレイの入網した

網数）に占める狙い操業の割合が減少している可能性がある。これを補正するため、主漁

場である金華山海区以南の漁区ごとの努力量を用い、下式（山田・田中 1999）により各

漁区の努力量を CPUE で重み付けし、合計したものを有効努力量として求めた。 

漁区，努力量， :CPUE::

)(1
1

aUE

a

A

a
a UE

U
E ⋅= ∑

=

)

 

有効努力量は、漁獲量が多かった 1978 年に 2 万 8 千網と最も高い値を示し、1989 年ま

で 1 万 5 千網前後で推移したが、その後、減少傾向を示し、1996 年には過去最低の 6 千

網弱となった（表 4、図 5）。そして、1997 年以降には増加に転じ、2000 年以降は横ばい

傾向となった（2006 年は 9 千網強）。 
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（3）漁獲物の全長組成 
 大部分のサメガレイが水揚げ

される宮城県石巻漁港の漁獲物

の全長組成を示した（図 7）。こ

れをみると、漁獲物の大部分は

全長 30～55cm の個体であり、

その組成は全長 37cm と 50cm
にピークを持つ二峰型であった。

年齢分解した結果、雄は 3～6
歳、雌は 3～8 歳が漁獲の中心

となっており、主に親魚が漁獲

されていると考えられた。産卵期前後に漁獲が集中していること（佐伯 2001）から、産

卵のために集群してきた親魚を集中的に漁獲しているものと考えられる。 
 
（4）資源の水準・動向 
 サメガレイの漁獲量は極めて少なく、沖底の CPUE も低い水準で推移している。そのた

め、資源状態は低位水準にあると考えられる。近年の CPUE は横ばい傾向にあり、資源動

向は横ばい傾向と判断される。 
 
水準：低位     動向：横ばい 
 
5．資源管理の方策 

再生産関係は把握できておらず、加入量と海洋環境との関係も不明である。資源動向は

横ばい傾向と判断され、資源水準は低位にある。漁獲が産卵親魚に集中していると考えら

れることから、親魚量を増加せせるため、努力量を現状より低く設定する必要がある。 
 
6．2009 年の ABC の算定 
（1）資源評価のまとめ 

近年の資源は横ばい傾向にあるが、漁獲量および CPUE の推移から資源状態が悪化し、

現在の資源状態が低位水準にあることは明らかである。また、産卵期に集中的に漁獲され

ていることから、産卵親魚を保護して、その資源量を増加させることが必要と考えられる。 
 
（2）ABC の算定 

2009年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 240トン 0.8Cave3-yr － －

ABC target 190トン 0.8・0.8Cave3-yr － －

Caveは2004～2006年の平均、ABCは十トン未満を四捨五入した値  
 
親魚量を確保することを資源管理目標とし、ABC 算定のための基本規則 2-2)-(3)に基づ

図7．水揚げされたサメガレイの全長組成 

2007年の石巻漁港における全長組成

水揚げ物全体に引き延ばし後

宮城水研開センター調べ
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き、ABClimit=Cave×0.8、ABCtarget=ABClimit×0.8としてABClimitおよびABCtarget
を算定した結果、ABClimit=239 トン、ABCtarget=191 トンとなる。なお、ここで Cave
を 3 年平均としたのは、低水準にあるサメガレイ資源に対し、直近年の漁獲動向を強く反

映させた ABC を提案するためである。 
 
（3）ABC の再評価 

評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit target 漁獲量
2007年（当初） Fmsy・B/Blimit(0.080) 2,441 194 155 －

2007年（2007年再評価） Fmsy・B/Blimit(0.101) 2,797 284 227 －
2007年（2008年再評価） 0.8Cave3-yr － 239 191 221

2008年（当初） Fmsy・B/Blimit(0.101) 2,943 299 239 －
2008年（2008年再評価） 0.8Cave3-yr － 239 191 －

注）2007年の漁獲量は暫定値、括弧内は漁獲割合 量の単位はトン  

 
 2007 年以前には、プロダクションモデルを用いた資源評価を実施していたが、内的増加

率がマイナスになるなどの問題が指摘された。そこで、今年度から漁獲量の平均値を用い

て ABC を算定したため、2008 年の再評価において資源量は推定されていない。 
 

7．ABC 以外の管理方策への提言 

漁期が産卵期前後に集中している。沖底漁績データを分析すると、近年には産卵期およ

び産卵期後に限られた海域（2～4 月の茨城県沖、水深 500～1,000m）でサメガレイがま

とまって漁獲されている（付図 2 参照、服部ら 2008）。2005 年 4 月にみられる CPUE の

高い漁区（10 分升目で 4 箇所分）において、2～4 月に保護区を設置した場合、金華山海

区以南の漁獲量の 20％前後が削減される。また、2～4 月のこれらの漁区ではキチジやイ

トヒキダラが漁獲されるが、それらの漁獲量は全体に比べて少ない。サメガレイが産卵の

ために集群している海域において漁獲を控えることが、サメガレイの資源管理に有効な方

策の 1 つであると考えられる。 
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